
 

令和５年度 やまがた社会貢献基金助成事業 活動報告書 
団体名 ヤマガタ防災・減災 Action！ 

事業名 
Go！Action！ 

～女性の視点を活かして防災マイノリティから減災パートナーに！～ 

助成事業区分 
協働助成事業（一般型） 

【県民の防災（自助・共助）意識の向上のための防災教育・啓発の推進】 

団体の 

所在市町村 
山形市 

事業費 592,114円 

うち助成金額 499,741円 

事業実施期間 令和 5年 6月 6日～令和 6年 2月 29日まで 
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・
実
施
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（事業目的） 

地域における防災活動は一定の世代の関わりに留まり、単世代化している。また、

活動そのものが単世代を意図したものを余儀なくされ、その他の世代には手に取り

にくい形の防災活動となっている。しかしマイノリティ世代（地域活動に参加しに

くい世代）に防災意識が無い訳ではなく、むしろ国内では男女共同参画の視点を活

かした防災が大災害を目前に重要度が増し、施策としても求められている。未来の

安心・安全な山形県を作り出すには多様な人材の参画が期待される。そこで女性の

視点を活かし多様な人材の参画がしやすい減災の活動を作り出す。 

 
（実施内容） 

参加者：地域で活動することを希望する女性参加者13名＋団体会員 

受講費用6000円（参考図書代・飲食代等実費を含む） 

11/9①話し合う力、ファシリテーションを学ぶ 

11/30②コーディネートの力、学ぶ実践 

12/5③コミュニケーション（傾聴・質問・アサーション・伝える力と理解力） 

12/14④ストレスとの付き合い方・気持ちの整え方 

1/18⑤避難所運営の視点で見つける課題や支援 

1/25⑥スピーチトレーニング（話し方・見せ方・スピーチの作り方） 

2/15⑦卒業式、受講者最終プレゼンテーション交流会 

全研修をアーカイブ配信（YouTubeにて限定公開）し、学びの場を作り、受講者はす

べての体験を修了。終了後、オンライングループを通じ、オンラインや対面での学

びを継続している。 
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誰も取り残さない減災を目指し、暮らしの中の防災・減災の知識習得は勿論、まち

づくり・ひとづくりとしての視点を持った新たな防災・減災に関わる人材を育成

し、地域防災に関わるキーパーソンを増やしていくことを目的とした。 

研修終了後のアンケートからも、防災への参画を阻害していることの一つが女性の

地域への進出のしにくさが社会にあることだと強く感じた。 

本研修はその壁を超える為の力となり、地域防災への興味や参画を創出した。 

またこの人材をオンライングループとしてネットワーク化し県内でも面的な活動が

広がるよう支援し、女性が地域防災の重要なパートナーであるとして減災の活性化

に寄与している。 

事
業
の
成
果 

初年度のスタートとしては心理的安全性を担保する為、女性をメインターゲットと

して資質の向上とネットワークづくりを行った。 

行政からの参加（視察）もあり、多様な方との関わりを創出し、多様な人材が地域

防災への興味を持ち、参画のスタートとなったと感じる。また視察した行政では、

女性の防災の参画の事業が展開され、波及効果があったと感じる。 

今後は修了者の声を活かし、より多様な人材の参画を得られるように変化していき

たい。また、更に男女共同参画の視点で行政や各団体、企業との連携を深められる

形を模索していく。 

今
後
の
展
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団体概要 
団体名 ヤマガタ防災・減災Action！ 

代表者 細谷 真紀子 

Mail：

connectaction.yamagata@gmail.com 

 

 

 
 

↑最終プレゼン後の参加者と講師陣 

←募集チラシ（防災を手に取りやすいものに） 


